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肥厚の改善が認められ 効果ありと判定 した.経過を追っ

て効果が増すとの報告があり,轟 2例 叡尊後効果を期待

Lたい.また更に症例を加えて,治療の開始時期チ僚周

する放射線およびステロイドの畳などを検討していきた

いと思 う.
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Pemd㌻ed症候群は党菜性感歯性難聴と蒐天性ヨ-ド

有機化障害に基づi甲状腺腫を合併する症族群で,1896

年 Penかedが初めて報告 して以来数櫓の報哲がなされ

ている｡症例はま7歳とま5歳の姉妹で2人とも幼児期よさ〕

感音性難聴を認めている.両親は血族結婚ではない,今

年に入 り妹の甲状腺腫が急速に腫表 したため精塵目的に

化障害を認め Pendred症候群と診断 した,甲状腺機能予

TR紺 試験 とも正常で,甲状腺腰の縮小効果を鏑緒 して
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を経験 したので,若干の遺伝学的考察を加えて報告する.
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身体的糖酸を伴わない偽性副甲状腺機能低下症 正型の

症例を経験 した職で絡暫する丘

症例は34歳女性一3旦歳頃より曝せ,四肢,顔面の しび

れや振戦を臣覚するようになり櫓に冬季に多く認められ

たヰその後 鮎同様の症状が続き,これらの症状を主訴と

して当村tJt､受診 した.､J･'J科･･ti･t診時.伏 ('ilrfrl症にも,か

かわらず血中副甲状腺ホルモソ高値でありたため,偽性

tLl押出朋栄機能 互進症を疑し､7･:llnv()rth+1日＼Vnr(l試験を

施行 した.そハ結果.尿中 (･､̂h:1t'反応ド卿上 妹申 l'Jr_r_i

応陰性であった. また,幣原性 cAMP 3.89mmo頼d且

と高値であった.身体的特徴をともなわなくと屯正確をこ

施行 された Ellsworth-HowaTd試験がその轟酢を満た

せば診断 Lて良いことになっており予審例は偽性副甲状

腺機能低下症 【Ⅰ型と診断 し仁

射 経常男性 における L-argimiFW 免荷をこたい

す る血清 Ca2♯依存性 〃V-酸化窒素合成酵素
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【日的】最近載JJは 各種疾患や病態-Ll)関 fj･か示唆

ざれている-h酸化窒素 (NO)を生体内で生成する Ca2十

(,kl津t:.･酸化肇束合成酵素 LN()S)ハ T)叩tidLlhと1S(チ(I

r;I(.ii(li=川ILm()ilSゝこlITLlくlAIプロ明確し.ノ､血中にかかる

酸素の免疫活性が存在することを明らかにした,そこで,

NO の合成前駆体である L-agr油滴だ負荷にたいする

血中 Ca2ヰ依存性 掴OS免疫活性の濃度変化を検討し

た_.【方法】任錯門冊 .9名∴現して休車 lk ､牛1().:I)t!:

ハ内分泌検査昭 l∴ lHrilliln､ノー･:iO分間静脈点滴 し.負

荷鉦 員荷後こi().(札 120.1刈)I/lHTニ静脈採IflLL.血清

7日l･子潤 した ttl:＼用棟休∴供 し;･}∴ 【結果】辛伸 ･'汀ヒ校

ではき免荷前の NOS 免疫活性の値 (mean±SE)は

且48.8±7,891櫛!L であるのに対 して, 且80分後の値は

且増凱5±乱 31昭/L であり,有意な変化は認められたかっ

た軌 偶J&の比較では,負荷により着意に上昇する群と

低下する群が存在することが判明 した.監総括ヨ現時点

で L-説経r血ime免荷に対する反応に相違が健常者問に

認めに)れることが臨床的に意義があるか不明であるが,

興味ある観察と思われた.

53食塩 負荷 による食後過血糖 の増強

- 胃排出能か らみた検討-
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【日的】最近.根本1'L物叫 御 上二､巨:l食後過血糖か食

塩の同時摂取をこより増強きれるという報告がなされてい

食塩の摂取が胃排出能に影響を及ぼすかどうかについて

検討 した.E対象および方法ヨ対象は,健常人ア名L早

朝空腹時に流動試験食 3㈱ mlを欽周 させ予超音波法に

より胃排出時間を求めた.また,試験食摂取締と摂取後

Ll30分,(うO･L片.舛1分.lLZO/]上 1純1分ハ血枇仙.tIiI.I.fjl

卜り∴ -tHr---Iンも測定 した.さ吊･二別(17Hlに.食塩 5

gを加えた試験食を用いて同じ検査を施行 した.E結果ヨ

食塩添加食ハ万か,食塩井添加食に比 し-~こ.負荷こi(卜

ほ0分後において,血糖値の増加量が有意に高値であっ

た.食塩添加食が食塩非添加食に比 して, 有意に胃排出

時間 (半減期)が短縮 していた.ガス トリン,モチljy

の負荷前後での変化では,両署とも,食塩添加食と食塩


